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齋藤課長    それでは、定刻より少し早いですけれども、皆さん揃われましたの

で、ただいまより令和６年度益田市総合教育会議を開催いたします。 

司会を務めさせていただきます教育総務課の齋藤です。よろしく

お願いいたします。 

本日の会議につきましては、公開となっております。事前に周知

をさせていただきましたが、本日傍聴者はおられないということで

ございますので、ご報告させていただきます。 

それでは、今年度初めての会議ということにもなりますので、い

ま一度皆さんに総合教育会議とはということにつきまして、長嶺部

長よりご説明をさせていただきたいと思います。 

長嶺部長    おはようございます。 

本日、大庭委員さんが体調不良ということでお休みですが、この

総合教育会議はここ数年毎年最低１回は開催しております。教育部

局と市長のほうでいろいろな意見を交わしながら、様々な施策に反

映するというところで開催していますが、改めましてこの総合教育

会議はどういうものかというのを、ご紹介させていただきます。 

実は、平成２３年に滋賀県大津市のほうで陰惨ないじめ事件があ

りました。この事件に伴って、当時の教育委員会はこういったもの

をなかなか表へ出そうとしないというところもあって、教育委員会

制度というものが大きく見直しがかかったという状況です。 

その中で、教育委員会部局と、予算や人事の権限を一定程度持つ

市長とでしっかりと意見交換をして、いろいろな施策に反映するよ

うにというところで、総合教育会議を各自治体に設置しないさいと

いうことが法律の中でうたわれ、設置がされ始めたというところに

なります。平成２０年の後半からですので、まだまだ新しい制度と

いうところで、自治体によっては開催したりしなかったりという部

分、以前は益田市も開催したりしなかったりというところがあった

のですが、色々な大きな問題もありますので、毎年開催していこう

ということで、ここ数年は毎年開催させていただいているという状
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況です。ここで何かを決めてやっていこうということではなくて、

しっかり意思疎通をした上で、市長部局と教育委員会部局が一緒に

なって取り組んでいこうと、それぞれの立場で、予算を措置するの

であれば予算を措置するし、学校現場が一生懸命動いていかなけれ

ばいけないということであれば、そういった取り組みをしていくと

いうところで、意思統一の場として位置づけているという状況で

す。定例の教育委員会と大きく違うのが、定例教育委員会は毎月や

っておりますが、教育委員の皆さんと我々事務局とでやり取りをし

ていますが、総合教育会議では、教育委員の皆さんと市長とでいろ

いろな思いを出し合って対応していくというものになっておりま

す。今回、教育に関係する、子どもたちにも関係する新しい考え

方、新しくもないんですけど、今までそれぞれが取り組んでいたも

のを有機的に結びつけた取り組みということで、こういう方向でい

ろいろな問題を取り組んでいこうという提起のほうをさせていただ

こうと思いますので、いろいろなご意見をいただき、肉づけをしな

がら、今日我々が言ったことが全て決まりでもございませんし、一

緒につくり上げていきたいと思っておりますので、貴重なご意見を

いただけたらと思います。 

それでは、総合教育会議のほうを始めていこうと思います。 

齋藤課長    それでは、議事に入ります前に、山本市長から挨拶をお願いいたし

ます。 

山本市長    皆さん、おはようございます。 

本日は、大変お忙しいところ、総合教育会議にご出席いただきあ

りがとうございます。また、教育委員の皆様には、益田市の教育行

政、また行政各般にわたりましていろいろとご理解、ご協力を賜

り、誠にありがとうございます。 

さて、総合教育会議の目的については、先ほど長嶺部長のほうか

ら説明がありましたように、何かを決定するということではなく

て、協議調整をする機関ということになっております。 
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本日の議題については、私も事前説明を受けましたけども、令和

６年度から益田市の学校において始めようとしている、気づきと対

話のある授業づくりについてということであります。かねてから、

主体的・対話的で深い学びの実践ということが日本の学校教育の大

きな指針とされておりますが、この気づきと対話のある授業づくり

について、教育委員の皆様方から率直なご意見を承りたいというこ

とです。 

教育委員会事務局としては、当然考えを持って進めていきます

が、教育委員の皆様はそれぞれ様々なバックボーンをお持ちと思い

ますので、率直に思いであるとか、あるいは疑問点とかを今日出し

ていただきまして、それによって実際に今後進めていく事業の在り

方の肉づけができれば幸いと考えております。皆様方から、率直な

忌憚のないご意見、ご質問を賜りますようにお願いを申し上げまし

て、簡単ですが冒頭のご挨拶といたします。どうぞよろしくお願い

いたします。 

齋藤課長    それでは、議事の進行に参りますが、進行につきましては山本市長

にお願いしたいと思います。 

山本市長    では、早速議事に入りたいと思います。 

（１）の学びに向かう子の育成について、気づきと対話のある授

業づくりについてということですので、これにつきまして事務局か

ら説明をお願いします。 

杉原参事    失礼いたします。気づきと対話のある授業づくり推進事業について

ご説明をさせていただきます。 

資料は、ｉＰａｄの３ページをご覧いただきたいと思います。 

先ほどもございましたが、学びに向かう子の育成ということを目

指して、ひいては益田市が掲げております中高一貫教育の推進とあ

りますが、子どもたちのこれからの将来の選択肢の幅を広げるとい

うことにもつながる１つの事業と考えて、今年度、令和６年度より

４年間の事業計画で進めさせていただきたいと思っております。 
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この事業については、この図にありますように、左側の授業改善

の推進というところと、端末活用の充実という２つの両輪を回しな

がら、真ん中の気づきと対話のある授業づくりを突き進めていくと

いうような考えでございます。 

左側の授業改善の推進のところでございますが、平成２９年度に

現在の学習指導要領が告示されました。先ほどご挨拶にもありまし

たけれども、現在の学習指導要領においては、主体的・対話的で深

い学びの授業改善ということがうたわれておりまして、益田市内の

各校においても、各校で主体的・対話的で深い学びの実現というと

ころを目指して授業改善を進めておられます。その各校の研究実践

に寄り添いながら、教育委員会としても授業改善の推進を回してい

くというのが左側の円になります。 

右側の円については、これも今まで継続して進めておりました

が、端末活用の充実ということで、こちらは今年度は６校の推進校

がございますが、その６校を中心に端末活用の研究を進めながら右

側の円を回して、真ん中の気づきと対話のある授業づくりというも

のを進めていって、最終的には学びに向かう子の育成ということを

目指しております。 

土台のところにございますけれども、校長会等と連携した、まず

は安全・安心な学校づくり、学級づくり、その基盤に乗っかってこ

の事業を進めていきたいと思っております。 

それでは、気づきと対話のある授業とはどういうことかというの

は、資料の４ページにございます。これの留意点というところが、

右の下のところにも書いてあります。これは、あくまでも今お示し

したモデル図というところでございます。４年間、各校で取り組ん

でいただきながら、それから推進校を中心に端末活用を進めながら

授業モデルをブラッシュアップしていきながら、行く行くは令和９

年度に最終形の益田市型のモデルというのを目指して推進してまい

りたいと思っております。 
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では、まず気づきとはどういうことかというと、このモデル図の

一番左隅のほうにございますが、子どもたちは考えたり、教わった

り、対話したり、やってみたりする中で、なぜだろうとかやってみ

たいとか分からないなと、いろいろな気づきを持ちます。その気づ

きをより広げたり深めたりしながら学びをどんどんどんどん深化さ

せていくというのがこのモデル図になっております。 

この気づきを広げたり学びを深めたりするために、２つのスポッ

トライトがございます。まず１つ、左側のスポットライト、どう気

づきを広がり深めていくかということで、まず１つは対話による学

びになります。先ほど学習指導要領の話もしましたけれども、まず

対話によって自分自身の気づきを、例えば友達の意見や考えを自分

の考えと比べながら聞く、それから話す、もしくは地域の方と会

話、対話しながら自分自身の考え、その地域の方の考え、おうちの

人の考えを聞くこともあるかもしれない。そういった対話をしなが

ら、自分と他の人との考えを比べながら、より気づきというものを

広げていったり深めていったりというところが対話による学びとい

うとこです。 

もう一つのスポットライトとしては、右下のほうに書いてありま

すが、端末による学びです。先ほども授業改善と端末活用という話

をさせてもらいましたけれども、端末によっていろいろな検索した

りとか、それから端末を活用することによってより対話が生まれる

ということもございます。写真より動画を見たほうが子どもたちの

気づきというものが生まれたりもしますので、こういった対話と端

末による学びを入れながら、この気づきをどんどん深めていくとい

うようなモデル図になってございます。 

先ほどもございましたが、安心して学べるやっぱり学校、学級、

そういったものが土台にあって、初めて安心して対話ができる、話

せるという授業がつくり上げられるものと考えております。こうい

ったモデルをブラッシュアップしながら、４年間で取り組みたいと
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考えております。 

それでは、簡単ですが気づきと対話のある授業づくり推進事業に

ついての説明を終わりたいと思います。 

山本市長    では、説明がありましたが、これからは委員の皆様と、今事務局が

説明した内容を踏まえて協議を進めたいと思います。皆様から率直に

ご質問ですとかご意見ですとか承りたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

領家教育長   それでは、最初に私のほうから感じたことをお話しさせてもらえれ

ばと思うのですが、対話のある、そして気づきということがキーワー

ドになるのではないかなと思います。まさに、今この５人の場面が対

話の場面だと思って、自分事として今考えるんですけど、さあ何を話

そうかなと思っています。ということは、その気づきっていうことに

ついては、その人その人の今の心の持ちようですとか、それからこれ

までの自分の背景にある多様な経験をしてきたこと、そんなことが子

どもたちにはないと、第一歩の最初の声出しっていうのがなかなかで

きないから、何か気づくこともできないんじゃないかなっていうよう

なことを思います。 

そうすると、子どもたちの家庭での会話ですとか、あるいは地域

の大人だったり、あるいは同世代、ちょっと上のお兄ちゃんやお姉

ちゃんたち、そんなところの関わり、体験みたいなことが、まずそ

の気づきを起こす第一歩になるのかなというようなことを、まさに

今この５人で、僕が１人しゃべっている中で感じることなんです。

そのことについてちょっと話題にさせていただいて、皆さんはどん

なふうにお感じになられたか、まず自分自身の、仲間の前の個の一

人としてということを伺ってみたいなと思うのですが、いかがでし

ょうか。 

山本市長    対話っていうものがどういうところで生まれてどういうふうに全体

につながっていくかっていうことの問いかけが、今、領家教育長から

ありましたけども、いかがでしょうか。 
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齋藤委員    ここで今、全体を見て一つ入れてほしいなと思うのは、「学んだこ

とを活かす」という視点です。その学んだことが社会の中で活かされ

るという経験が今の子どもたちにはあまりありません。社会というの

は、年齢も考え方も経験も違う人たちがいて、人々はその中で生きて

いるのです。極端に言えば、今子どもたちは家庭と学校、塾に行けば

塾しか知りません。そのため、社会との関わり方が分かりませんし、

年齢の違う人たちとのコミュニケーションがとれないのです。そこ

で、「社会の中で活かす学び」と言うキーワードを入れて欲しいと思

います。 

一つの例として、内閣府調査から世界の若者と日本の若者を比較

したデータ（日本、韓国、アメリカ、イギリス、フランス、スエー

デンの７カ国・13歳から29歳の若者）を取り上げてみると、「自分

自身に満足しているか」の問では、日本の若者が一番少なく、つま

り、自分自身に自信がないし、満足感も少ないという傾向が見られ

ます。それから、「将来への希望」についてもイギリス、スウェー

デンが90％なのに対して、日本が62％。「友人関係の満足度」や

「充実感を感じているか」などを含めて、その他の項目においても

日本の若者の数値が低い傾向にあり、問題と言わざるを得ません。 

それからもう一つ、帝国データバンクが、今企業がどんな人材を

求めているかという調査を行っています。それを見ると「コミュニ

ケーション能力が高い人」を求めたいというのが一番多く42.3％。

その次が「意欲的である」42.2％などを挙げています。以下いろい

ろありますが、これらの調査から感じることは、一生懸命学校で学

んではいるけれど、それが「生きる力」「自立心や社会性の育成」

などにつながっていっていないことが明らかになり、今の日本の教

育の中の大きい問題ではないかなと思っています。 

今、教育長がお話されましたけれど、親御さんたちとか地域の

方々とか、いろいろな形で学校に協力している方々がいらっしゃい

ますから、そういう人たちを巻き込んで、一緒に「学び」っていう



- 11 - 

のに取り組んでもらい、少し子どもたちのやる気を引っ張り出す方

法が考えられるではないかなと思います。コミュニティ・スクール

の積極的な活用を図ることも考えたらいかがでしょうか。 

ちょっと長くなりましたが、そんな感じを持ちました。 

山本市長    ありがとうございます。 

今のお話を聞いて、事務局のほうから何か受け止めたこととかあ

りますか。 

杉原参事    先ほど齋藤委員さんからもございましたが、やっぱり地域との対話

とか保護者との対話っていうのも非常に重要なキーワードではないか

なと思っております。 

今、小・中学校では、ふるさと教育等で地域の方と関わることも

多いですけれども、それで十分かというと、委員さんが言われたと

ころにもありますけれども、もしかしたらそんなに十分な時間が割

けているとは言えないかもしれないということを踏まえて、そうい

ったことも取り入れながらこの事業のほうを進めてまいりたいなと

思っております。 

山本市長    そのほか、いかがでしょうか。 

原田委員    私が気になるのは、ここで目指している「学びに向かう子の育成」

というところです。この「学びに向かう子」がどういう定義なのか、

どういう子を「学びに向かう子」と言うのか、それは現場で共有でき

ているのか。それがちゃんと共有できていて、皆が同じビジョンを持

てていないと、なかなか上手く進めていくことができないのではと思

います。私は子どもが４人いますが、私の子は「学びに向かう子」な

のかどうなのか、それはどういう風に判断するのか、どういうゴール

に向かおうとしているのかをもう少し具体的に共有しなければ、どの

ように取り組んでいけばいいのかわからないと思います。そこは一つ

軸を通して、皆が同じビジョンに向かえるようにしないと難しいので

はないかなというのを感じました。 

もう一点、今回研修会を５回実施するということですけれども、
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意欲のある先生方に参加して頂くということであれば、すごく有難

いです。ただ現状、先生方は多忙で、教員の残業時間を何とか減ら

していこうとしている中で、その研修時間を確保するに当たって、

意欲がある人だけではなくて、例えば各校から１人出さないといけ

ないとなった場合に選ばれた人は、本当にこれに意欲的に向かえる

のだろうか、さらに負担が増えるのではないかという懸念がありま

す。その点も踏まえて、別の根本的な課題を解決する必要があるの

ではないかと思いますし、いろいろな方向から課題を解決しながら

進めていかなければ難しいのではないかと思いました。 

山本市長    ありがとうございます。 

とても大切な問題提起ではないかと思います。今まさに我々も対

話しているわけですし、今回の事業の在り方についても対話ってい

うのが非常に重要なものになっているんですけれども、対話という

ものの前提には、例えば私なら私の頭の中にあることがあって、こ

れを人に伝えるためには言葉にしないといけないわけです。つま

り、頭の中にあることが正確に言葉に出されているのかどうかって

いうのは、もしかすると自分でも分かってないかもしれない。それ

が発せられて、それを聞いたり、もしくは文章であれば読んだりし

た人が、今度はそれを自分で解釈をして自分の頭の中に入れるわけ

ですけども、これはこれでまた正確に伝わっているのか分からな

い。ですので、学びに向かう子の育成、この最終目的の学びに向か

う子っていうイメージがみんなまちまちだと、意思が通じたようで

実は全然通じていないこともあり得るので、この学びに向かう子っ

ていうのが一体何を指しているのかということは、なるべく具体的

であるほうが望ましい、一義的に定まることが望ましいだろうと思

います。 

もちろん、その学びに向かう子っていうのは幾つかあって、それ

は多様性ということもあるかもしれませんけども、ここがぼんやり

しているようではいけないと思うんです。これについては、事務局
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のほうからこうですっていうのもあると思うんですが、せっかくで

すので委員の皆さんからこの学びに向かう子っていうのはどういう

ものだと考える、もしくは考えたいというか、そういうのがもしあ

りましたらお聞かせいただきたいと思うんですが、どうでしょう

か。 

齋藤委員    私もこのテーマでいろいろ考えてみたのですが、子どもたちが「分

かる」ことが原点にないといけないと思います。分かった上で次へ進

んでいこうという気持ちを起こさせるためにはどうしたらいいか、つ

まりやる気を引き出すということと、もう一つ大事なのは自分が他人

から認められるということです。そこに先ほどの「活かす」がもう一

つプラスされる必要があります。 

これからの非常に複雑で混沌としてどうなるか分からないような

時代の中を生きていかなくてはならない子どもたちには、自分では

正解と思っていても社会で受け入れてもらえないことは多々あるわ

けで、そうするとやっぱり自分で考え他人との協力のうえに問題解

決に取り組んでいく姿勢が求められます。いかに子どものやる気を

引き出していくか、そのためには子どもをいかに認め、子どもの意

見をじっくり聞くという大人の姿勢がとても大事になってくると思

います。 

山本市長    この学びに向かう子というのは、まず学びに向かう意欲が必要であ

ると。その意欲を喚起するためには、本人の分かるという実感と、も

う一つは周りから認められるということが必要だということですね。 

齋藤委員    そうですね。 

山本市長    大変興味深い示唆のあるご発言だったかと思います。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

原田委員    私は、目的意識をしっかり持つことが「学びに向かう子」の育成に

は必要ではないかと思います。今、何のために自分がこれをしている

のか、何に向かって動いているのか、そのために何が必要なのかとい

うのを考えられるからこそ、必要な情報を集めることができ、他者の
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意見を受け入れることができ、そこから新しい意見を生み出すことに

も繋がると思います。  

何のために勉強しているのだろう、何のためにこの話を聞いてい

るのだろう、何のためにこの時間を過ごしているのだろうというこ

とではなくて、今の時間がちゃんと自分の目的につながっていると

いう自覚を持っているということが「学びに向かう子」の要素の一

つであってほしいなと思います。 

山本市長    そうですね、本当にすばらしいご意見をいただいたと思います。 

 山本委員さん、いかがでしょうか。 

山本委員    なかなか学びに向かう子どもの定義っていうのを言葉にするのは難

しいなと思います。やっぱり、自ら知りたいとか、まずはそこからじ

ゃないかなと思います。将来的には、自分の目標を持って目標に向か

って動ける子になったり、やる気があっていろいろなところに自ら動

くというところもあると思うんですけれども、その前段では、自らな

ぜだろう、どうなんだろう、知りたい、自分で解決してみたい、そし

て一歩踏み出す、学びに向かうとはそういったところかなと思いま

す。 

そのためには、やっぱり教育長さんが言われたバックボーン、い

ろいろな体験だったりとか経験だったりとか、そういったものがな

いとなかなか難しいだろうなと思います。そこがあって、そして学

びに向かうためのきっかけも要るような気がしています。今も教育

は行われているわけで、ですけど子どもたちには、学びに向けても

う一歩踏み出してほしいということでこういった事業があると思う

んですけれど、今やっていることの中でもパワーアップ教室だった

りとか、対話プラスだったりとか、いろいろな取り組みをやってお

られて、それは少しずつ学びに向かうきっかけになってきているな

と思います。 

ただ、そういった今の取り組みに参加する子と参加しない子、参

加できない子やどうしようかなと迷っている子など、いろいろおら
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れると思うんです。参加しようと思っても、自分がとか思っている

子もたくさんいると思うので、どうしたら気軽に参加しやすいかな

ど子どもたちの意見を聞いたりする、子どもたちが一歩を踏み出せ

る場がつくられると、また学びに向かう子どもたちが少し増えてい

くのかなと思いました。 

山本市長    ありがとうございます。 

領家教育長   よろしいですか。 

とある校長と話をしたときに、先ほど原田委員がおっしゃったこ

とと同じことを言う校長が数名いました。それは何かっていうと、

学びに向かう子の評価指標、それをみんなで議論することが大事な

のではないだろうかと。まさに原田委員が言われたように、そこが

ぼやっとしていてはいけない。自分たちが目指す姿だったり、授業

の中で子どもを見るときにどんなことを大切にするかということを

共有していくことが必要だろうと。だから、立場立場で、校長は校

長同士でかもしれないし、校内の職員は校内の職員同士でやってい

く、そうしてどんどんどんどん突き詰めた姿がなるのかな。 

教育委員会でも、実は評価指標を幾つか持っているんですけど、

その評価指標が果たして本当にその目指す姿にマッチしているの

か。今、皆さん方がおっしゃってくださったようなことにつながる

のかどうかって、とっても大事だなということを感じました。 

それから、これは私の考え方なんですけれど、一番のベースとし

て自分が好きかどうかということを大事にしておかないといけない

のかなとすごく思います。みんな祝福されて生まれ、親と子、兄弟

同士関わりながら成長していく中で、知らず知らずに自分って生か

されてるんだなとか、それから自分ってここにいていいんだなと

か、そういうことを感じながら生きていく。そういうことがベース

となって家庭の中で大切に育てられて、保育の場にいって少し身近

なお兄ちゃんやお姉ちゃんたちと関わったり、保育士さんたちと関

わったりすることで、自ら大好きだよということが育まれていくと



- 16 - 

思います。結構子どもたちっていけないこともするんだけど、それ

もオーケーかなっていうふうに認めてもらえるのもそんなことかな

と思うんです。 

そうしたバックボーンを背負った子どもたちが、初めて学校って

いう社会に入ってきたときに、こんなことしていいんだ、自分の興

味あることを一歩進めていいんだと気づき、学びに向かう子になる

のかななんて感じています。 

だから、そういう成功体験を少しずつ積み重ねることは大事だと

思います。先ほど齋藤委員がおっしゃっていたことにピッときたの

は、かつて吉田小学校で勤務していた頃、ものすごく暑い夏があり

ました。算数の学習のときに４年生の子どもたちが、自分たちがい

た３年生の教室はもうめちゃくちゃ暑いから、何とかしてあげない

といけないと、校長先生に直訴したんです。エアコンなんていうの

はその頃は言えるような状況じゃなかったから、せめて扇風機を買

ってくださいというのを、勉強したグラフを持って、僕のところに

プレゼンしに来たんです。何クラスも続々ときて、誰かからの差し

金に違いないと思うくらい、声があがりました。 

たまたまそのときに、教育委員会の人たちも学校訪問に来てくだ

さっていて、せっかくだから一緒に聞いてもらって、結局熱意に負

けて、事務職員の方たちと相談して縦型の扇風機を買ったんです。

その年に、ちょうどめちゃくちゃ暑くなって、市長さんたちもいろ

いろとご苦労してくださって、いろいろな方たちにプレゼンをしな

がら、ホームページでお金を寄附してもらいながら、という益田市

として第一歩となるエアコン事業が始まったんです。 

そのプレゼンした４年生たちは僕たちが校長先生にプレゼンした

からこのエアコン事業が始まって、益田市の学校にエアコンがつい

たんだみたいな超勘違いをして、その子どもたちがもう高校生にな

っているんですけれども、そのやったことはまさに生きる学びだと

思います。こういう成功体験をしている子どもたちはいっぱいいま
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すし、結構いろいろな小学校・中学校の現場で、総合的な学習時間

をベースにしながら、そういう学びが少しずつ実現したり、とある

中学校では公民館に行って公民館の人の仕事を聞きながら、じゃあ

自分たちでできることは何なんだみたいなことの体験をしたり、ま

さにこれらも目的意識も含めた学びに向かうことかなと思うんで

す。 

ですから、今お話しいただいたことは、皆さんの生活、バックボ

ーンからの発言ですし、そんなことを子どもたちと共有しながら、

この学びに向かう姿っていうのを突き詰めていければ、事務局から

もまたアドバイス、提言をもらって学校に返せるんじゃないかなと

思って、とてもありがたいなと思って聞かせてもらいました。 

山本市長    いや、本当に面白い実例をお聞かせいただいて、学校現場での子ど

もたちの自主性がうまく育まれる、いろいろと幸運もあったかもしれ

ませんけども、いい実例だったなと思いました。それは本当に、教室

での授業とは違う子どもたちの自主的な活動が花開いたっていうこと

だったと思います。 

私も１点申し上げたいのは、学びに向かう子っていう定義の中で

は、時間軸もあるんじゃないかと思ったんです。というのは、基本

的にこれは学校教育の中で行うことなので、児童・生徒の間のこと

が対象になっているんですけれども、今の時代はどんどん世の中の

ありようも変わってきて、それこそリスキリングっていう言葉があ

るように、生涯学び続けないといけない時代ですよね。だから、学

校時代に学んだことがそのまま生涯ずっと通用するかというと、そ

うじゃなくなるかもしれない。したがって、子ども時代に学びに向

かうだけではなくて、学校を卒業してから、大人になってから、も

っと言えばシニアになってからも学びに向かうという習慣を身につ

けてもらうということが学校教育の大きな目的に特に今なっている

んじゃないかと思ったんです。 

ですので、その学びに向かうっていうのが、今学んでいるという
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静的な状態だけではなくて、動的な、ずっと矢印が学びに向かって

いるような子ども、学びに向かっているような人間を育てていくと

いうことが重要なんじゃないかなと思いました。そのために、今の

学校時代の授業の在り方をどうしていくかということが今求められ

てるのかなと思ったところです。 

山本委員    先ほど、齋藤委員さんが言われた学びを活かすとか、あと生活に活

かした学びが必要って、市長さんも言われた一生学びが必要だという

ことにつながると思うんですが、やっぱり学ぶことは必要だという、

自分たちにとって当たり前なことで、生きるためにはやっぱり必要だ

ということが「分かる」ということが大事かなととても思っていま

す。子どもたちの、何かそういう学びに対する気持ち、ありよう、そ

ういったところも少し評価指標になるんじゃないかなということはす

ごく思いました。 

齋藤委員    それと、とにかく学校、教職員が忙し過ぎます。同様に、子どもた

ちにも家庭にもゆとりがない現状がありますよね。やはり、これらを

考えるもう一つ裏のバックボーンをしっかり把握する必要があり、子

どもの実態とか家庭の状況をしっかり把握する必要があり、学校はそ

の状況を知らなければいけないと思います。学校教育は人生の十数年

しかないですし、一番大事な成長発達の大事な時期に、子どもたちの

やる気をそいだり、人格を無視するようなことがあってはいけませ

ん。子どもたちに聞いてみると、実は中学生が勉強しなくなった一つ

の原因は、特に島根県なんかはそうなんですけど、高等学校の入学定

数を満たさなくなったことが考えられます。勉強しなくたって何とか

なるということがあるのではないでしょうか。地方の教育的な課題に

はなってきていると思うんですけど、やはりまず先生方の精神的、身

体的なゆとりと安らぎをどうつくるかと同時に、子どもたちも同じよ

うに必要かつ大事だろうと思います。 

それで、私が今まで行った調査を分析してみると、家庭が安定し

ている子どもたちは精神的にも安定しているし、学校生活もうまく
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いっているし、友達関係もうまくいっているということです。さら

に、益田市の令和４年度の学力調査を分析してみると学校が楽しい

と答える子どもは、先生方に認めてもらえるという数値が高いこと

です。これは当然なわけで、そうなると、友達関係もいいという結

果が当然出てきます。 

もう一つ、教科について分からないとき先生に相談ができる子ど

もは、学校に行くのが楽しいと答えています。その子どもたちは、

算数の成績もいい、理科の成績もプラスの結果が出てきます。せっ

かくの調査ですからもう少し詳細な分析をしてみることと併せて、

益田用の必要なデータを取る方法を考える必要があるように感じま

す。成績のレベルアップだけではない「学び」っていうのをぜひこ

の中に含めてほしいなっていうのを私は強く言いたいです。 

山本市長    原田委員さんの投げかけから、いろいろなご意見をいただけたかと

思います。このあたりでどうですか、事務局のほうの所感というか、

気づきを。 

杉原参事    まさにこの場面が気づきと対話だなと思っておりまして、先ほど教

育長さんのほうからもありましたけれども、事務局としても一応この

学びに向かう子の育成というところの指標みたいなものは考えていた

んですけれども、やはり我々だけで考えている指標だけでは足りない

部分もたくさんあるんじゃないかなというのは、今日のこの時間だけ

でもいろいろ気づくことができました。 

やっぱり、目標みたいなのが明確に定まって、それに向かって皆

さんのベクトルが同じ方向に向かうというところが必要ではないか

なというところで、事務局の一応指標もございますが、一旦学校現

場の教職員だとか校長等ともディスカッションしながら、益田市と

してどういった指標でこの学びに向かう子というのを目標とするか

について考えてみたいなということを思っております。１回目の研

修を６月に開催する予定にしておりますので、そのあたりでまた皆

さんのご意見を集約して考えていきたいなと思っております。あり
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がとうございました。 

田原課長    補足ですけども、私は教員出身じゃない、市の職員としてこの間や

ってきましたけれども、そういう意味で、原田委員が言われたよう

に、今の学校現場の教員の状況はどうなのかっていう視点です。いろ

いろ求められても普段でも忙しいのにというところ。この辺にやっぱ

り課題はあるんだろうというふうに認識をしております。 

そういう中で、現状の中でできることできないことあるんですけ

ども、できる範囲のことにつきましては、事務局としてしっかり取

り組むことで、この事業を学校現場と一緒になって進めることがで

きる環境をつくっていきたいなと考えております。 

山本委員    学校の先生方の状況についてなんですけれど、この事業でも成果や

課題の共有化っていうのがとても大事だと言われています。例えば、

端末による推進校６校がありますけれど、先日、シンポジウムにお邪

魔させていただいたときに、各校とも最初は大変な様でしたが、今は

本当に生き生きと端末を使った授業をやっておられて、まさに気づき

の広がり、学びを深める取り組みを実践しておられます。 

全ての学校がこういう推進校並みのことができるとは思いません

けれども、経験していない分だけ、その情報だったり成果だったり

やり方だったりっていうのは、本当にうまく共有していけば推進校

でなくてもいい形の成果が現れるんじゃないかなと思っています。

という意味で、すごく共有化っていうのは大事だと思うんですけ

ど、こういったところを具体的にどのような形で考えておられるの

かなというのは少し聞いてみたいところがあります。 

杉原参事    今年度も、名前はまだ決まっておりませんが、年度末に成果発表会

を行いまして、この事業図の真ん中の研修会第４回のところに共有化

というのを書かせていただきましたが、そういったところで推進校の

取り組みの実践は発表していただこうかなと思っております。 

それを受けて、先ほど言われましたけど、各校で同じことをやる

ことは、やっぱり学校の実態とか規模とか方向性とかいろいろあり



- 21 - 

ますので、なかなかそのとおりにはいかないですけれども、その考

えをしっかり各校に持ち帰ってもらって、その各校でできる取り組

みを実践していただきたいなと思っているのと、あと左側にある学

校訪問というのを定期的に学校教育課の指導主事のほうで行いま

す。そういったところで得た情報みたいなところは、必ず管理職と

か研究主任とかと共有するということにしておりますので、他校を

いろいろ回らせていただいたときに、いい実践みたいなものは各校

へ広めてまいりたいなと思っております。 

山本委員    なかなか体験していない先生方に対して、共有してやってみようと

いうと、もうすごく難しいと思いますので、そこは少し丁寧にされる

といいのかなと思っています。それから、各校には推進校でなくても

ＩＣＴ担当の先生方がいらっしゃると思います。先生方は研修の機会

も多いと思いますので、進めていきたいと思っているかもしれません

が、全職員さんが同じ方向を向いているかというとなかなか難しく

て、少し意識に格差があるんじゃないかなというのは少し予測すると

ころです。そうするとなかなか進めにくいということもあるので、そ

ういったところをＩＣＴ担当の先生方の意欲がそがれないように、少

しフォローしていくことも必要かなと思いました。 

杉原参事    しっかり伴走してまいりたいと思います。 

齋藤委員    今この１ページ目の下の図に、「考える」「教わる」「やってみ

る」「対話する」という４つのキーワードがありますが、これは教師

から教わるという主語が教師になっていると思います。できれば「教

え合う」とか「語り合う」といった、子ども同士の対話的な授業の方

法論を考えてみる必要があるのではないかなと思います。 

それから、その横に「安心して学べる授業づくり」とあります

が、安心して学べる授業という意味が今ひとつ分かりません。それ

ともう一つ、できたら「挑戦」という言葉をどこかに入れてもらい

たいと思います。 “人生は厳しいんだよ”っていうことも伝える必

要があると思います。これからの人生１００年を１人でどう生きて
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いくか、とても重要なテーマですので、触れてもらいたいもので

す。そして今の国際社会はとても複雑になってきています。いろい

ろな事件や事故、災害が起きたり、戦争が起こったりしています。

このような状況についても正しく伝えることが大事だと思います。 

山本市長    これについて事務局はいかがでしょうか。 

杉原参事    なかなか難しい…。 

齋藤委員    難しいですが、その努力は必要に思います。実は親御さんも、今は

子どもを叱らなくなりました。「怒る」と「叱る」とは違いますが、

諭しながら叱るのではなく精神的にかっとなって怒ることがほとんど

です。それは学校においても同じです。子どもたちに学校の様子を聞

いてみると、多くの子どもは「なぜ先生はあんなに怒るのだろうか」

と言っています。前々から言っていますが、まず校則ありきではな

く、人間としてどう生きていくか、それに必要なことは何かなど、先

生方はもとより親御さんたちとの共通理解を図りながら前に進めて欲

しいですね。 

杉原参事    授業のモデルがこの対話とか端末を活用して学びを広げたり深まっ

たりっていう、１周だけじゃなくてずっとスパイラルして、先にどん

どんどんどん広がっていくようなイメージかなと思っていますので、

そういう意味ではその先にやっぱり挑戦というところはキーワードと

してはあってもいいかなと。 

齋藤委員    今、食糧不足で世界の子どもたちの数百万人が死んでいますし、戦

争状態もあって食糧不足や物価高騰など大変な事態になっています

し、日本の食料自給率は３９％を切っています。それから世界各地で

の地震、火山爆発などが発生するなど、非常に厳しい現実がありま

す。このような厳しい現実にももっと触れて欲しいですね。 

山本市長    私、今伺っていて思ったのは、そういう世界の厳しさとか世間の厳

しさとか、そういったものにまさに気づかせるのがこの気づきの本質

であったり、そういったことを対話して子どもたちがより理解を深め

ていく。簡単に言うと、先生が今現状はこうなんだ、だからみんなし
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っかりやらないと厳しいんだぞって言っておしまいになるんじゃなく

って、理想を言えば子どもたちが端末を通してとか、あるいは自分の

学習の中で世界はこうなんだと気づいたことを発言して、それをきっ

かけにして子どもたちの間でさらに対話が広がって、理解とか、もっ

と言えば今言われた世の中の厳しさに対する自覚だとか、これではい

けないんだっていう、現状から離れて、現状とは違う状態になるよう

に挑戦していく、そういう意欲が生まれることが望ましいんじゃない

かと思いました。 

私も対話による学びとか気づきの広がりっていうのは、言葉とし

てはよく分かるんですけども、具体的にこれが今までとどう違うの

かっていうのはいまいち分かっていないんです。ですので、じゃあ

その気づきのあるっていうのは、反対に言うと気づきがないってい

うのはどういう状態なのか、その気づきがあるようにするためにど

う変えていくのか。あと、対話というのも、対話ではない状態とい

うのはどういうもので、それをどうすることによって対話のある学

びにしていくのか、それのもうちょっと具体的なところを聞かせて

いただけたらと思うんですけども、事務局の考えを。 

杉原参事    気づきがないっていうのはなかなか難しいことかなとは思うんです

けど、委員さんのほうからご意見もございましたが、基本的には受動

的に何でも言われているだけというか、先ほどあった教わるだけみた

いなところではなかなか気づきっていうものは浮かばないかなと。あ

くまでも受動的に聞いていればいいというような、そういう状態はや

っぱり気づきがないというところかなと思っております。 

やっぱり気づきが学びの出発点と考えています。何でそんなふう

になるんだろうか、どうしてなんだろうとか、これってちょっと言

っている意味がよく分からないなと思うことが気づきだと我々は解

釈をしております。これは安心して学べる授業づくりになるんです

けれども、そこを素直に、安心してちょっと分からないんだけど教

えてくださいとか、これってどういうことなのって隣の子や先生に
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聞けることが安心して学べるというところもあり、そこが気づきか

なと思っているところでございます。 

対話というのも、いろいろな対話があっていいと思っていて、友

達とだけの対話じゃなくて、教科書との対話もあれば教師との対話

もあるし、隣同士の友達、もしくは４人のグループの話、もしくは

学級会のように全体での対話ということもあるでしょうし、最初の

事業説明でも話しましたけれども、地域に出て地域の課題なんかを

調べたりするときに、地域の方との対話であったり、それから家庭

に帰ってから保護者との対話であったり、様々なところで対話が生

まれていく、そこから自分から気づきを得る。そういう関係性みた

いなところが一つの対話の形かなと私たちは捉えております。 

山本市長    分かりました。 

特に気づきについては、例えばさっき教える、教わるっていう言

葉がありましたけども、これは例えば授業で言えば教師が出発点に

なって教えることができるわけです。でも、気づきっていうのは、

これは主体は子どもたちなので、子どもにさあ気づきなさいって言

っても気づきようがないわけで、気づかせるきっかけをどう与える

のか、学校なり先生なり、もしくはそういう環境をどう教育委員会

なり市がつくっていくのかというところがまさに問われると思うん

です。 

その気づきのきっかけっていうのは、１つじゃなくて幾つかあろ

うかと思うんですけども、それはどういうふうな想定をされてるん

でしょうか。 

杉原参事    いろいろな方法はあるかなと思ってはいるんですけど、授業で考え

ると、やっぱり課題の提示だったり発問の工夫かなと思っています。

分かり切ったことを問うんじゃなくて、一歩先をいくような問いをす

るとか、課題提示にしても、先ほども言ったように絵だけじゃなくて

動画で見せるとか、子どもたちがおおって思うような内容の提示とか

いろいろな方法があるかなと思っていて、今こういうものをというも
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のは具体として示してはおりませんけれども、そういったところも含

めて各学校に投げかけて、気づきと対話が生まれる発問とか課題提示

みたいなものも考えていただきたいなと考えています。 

山本市長    分かりました。 

齋藤委員    質問していいですか。 

「考える」「教わる」「やってみる」「対話する」とあります

が、「対話」という言葉は制服を着てきちんとして何かやらないと

いけないみたいなイメージが感じられます。ここは「話し合う」と

か「語り合う」とか、ソフトな言葉は使えませんか。そして教わる

っていうのも同様に、教え合うとか考え合うとか、そういったキー

ワードが入ってもいいかなという気がします。それから先ほどの

「安心して学べる授業づくり」ですが、例えば、「楽しく学べる授

業」とかに変えられないのかなと思います。 

先ほど「挑戦」という言葉をあえて使ったのは、自分で積極的に

考えさせて、積極的にいろいろ挑戦させて、やってみる、失敗もす

る、反省もする、そこでもう一回やってみるっていう、この繰り返

しが必要なためです。 

それからもう一つ、「端末による学び」という言葉が入っていま

すが、ここであえて端末という言葉が必要なのかどうなのかなと思

います。全体のバランスを見ると。どうしても学校の授業を通して

先生方が教えるっていう方向性が強く出ています。「学び」の範囲

が狭いんじゃないかなって気がします。 

山本市長    分かりました。 

いろいろと重要なことをおっしゃっていただけたと思うんですけ

ど、特に今伺っていて気になったのが、安心して学べる授業づくり

の安心してっていうのは、どういう思いを込めてここに盛り込まれ

たかということと、端末による学びっていうのは、これは当然目的

ではないわけで、端末というのは手段ですね、それをあえてここに

明記されたのはどういう思いからかっていうのは、ちょっとそれを
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事務局のほうから説明をお願いします。 

杉原参事    なかなか言葉というのは難しいところではありますが、やはり学校

が好きだとか友達から認められているだとか先生から認められている

だとか、そういったところが高まって初めて僕はここにいていいんだ

という思いが育っていく、そういうイメージで安心してという言葉を

書かせていただいております。先ほどもお話しましたが、例えば友達

同士でも、答えが一つのときに間違えてはいけないという空気の学級

でなくて、間違ってもいい、何回失敗しても大丈夫だよという空気の

学級づくりという意味合いでこの安心して学べる授業づくりのイメー

ジを持っております。 

それから２点目、端末に関してですけれども、あくまでもこれは

やっぱり目的ではなくて手段ですので、端末を使えばいいというよ

うな授業ではなくて、先ほど山本委員さんからもございましたが、

いろいろな活用方法でどんどんどんどん便利になっていくものでも

あるし、その児童の学びにとって必要な場面と必要ではない場面も

あると思います。端末を使ったほうが自分は分かりやすいという子

もいれば、いや僕は別にノートに書いたほうが分かりやすいんだっ

ていう子もいるだろうしっていう、いろいろな方法はあると思いま

すので、その一つのツールとしての端末というイメージで書かせて

いただいています。１人１台端末ということで市として予算立てて

いるというところもございますので、ちょっと難しいと思いますけ

れども。 

山本市長    分かりました。 

では端末について言うと、恐らくまだ学校現場で先生方が十分に

端末の利点を活用できていないという思いがあるんじゃないかと思

うんです。つまり、今ここにある問題意識というのは、端末を十分

に活用して、端末の可能性を引き出す、教える側のことが求められ

ているんじゃないかという気がするんですけど、そのあたりはどう

なんですか。 
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杉原参事    それは大きいと思います。先ほど山本委員さんのご指摘もございま

したが、やはり教師によってスキルの差というのは大きいものがある

かなと思いますし、学校間でもそういった差みたいなものはあると思

います。ですので、先ほど市長さんのお話にもありましたとおり、そ

ういったところを埋めていくということも含めて端末による学びとい

うところになるかなと思っております。 

山本委員    端末についてなんですけど、対話による学びと端末による学びがこ

うやって図の中で並んで書かれているから違和感がとてもあります。

端末って情報を検索したり情報を蓄積したり、そしてそれを基に対話

をするツールですよね。なので、並んでいるのはちょっと違和感はあ

りました。 

例えば、市が推進している１人１台端末っていうのはそういうこ

とですよね。対話をするための一つのツールというところが大きい

と思うので、そういう裏の思いがあるかもしれませんけれど、図の

中ではなくてもいいんじゃないかなっていうのは確かに思いまし

た。 

齋藤委員    それともう一つは、むしろ教師よりは子どもたちのほうが端末を使

い切ってると思うんです。ただ問題は、いろいろなフェイク情報や悪

徳業者から影響を受けている子どもたちが増えてきているということ

です。最近では、大麻などの薬物に手を出したり、盗みに参加させら

れたり、時には売春までさせられるっていうこともあるようです。そ

ういう危険性もあるんだということも含めて、子どもたちに自主的に

学びましょうという話だけではなく端末の使い方についての配慮が必

要になってきています。この点もこの学びの中に含まれるべきだと思

います。 

それから、「安心して学べる授業づくり」は教師の視点から言っ

ているのではないかと思うんです。子どもたちが語り合ったり、子

どもたち同士で学び合ったりして学んでいくことなどは、キーワー

ドの中からは読み取れません。例えば「子どもたちのやる気を引き
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出す学びの授業」とかはどうでしょう、皆さん方のご意見を伺いた

いんですが。 

山本市長    この資料の中の言葉は、まだ変更可能なものなんですか。 

杉原参事    そうですね、先ほど説明のときにも述べさせていただきましたが、

これはあくまでもモデルということなので、これから先４年間これを

進めていく中で、ブラッシュアップしていこうと思っております。今

回、こうやって総合教育会議の皆さんのご意見も参考にしながら、ど

んどんよりいいものにしていければいいと思います。 

山本市長    分かりました。 

当然、事務局の思いがあって、説明をして引き出して書かせても

らっているわけですけども、どうしても言葉になるとそれが固定化

されて、それが与える一般的なイメージというものがあって、それ

と本来の意図が違うといけませんので、どういう言葉を使うかとい

うのもやっぱり大事だと思うんです。 

ですので、先ほどから齋藤委員さんが問題提起されている、安心

して学べるの安心してについては、皆さん率直なご意見を伺いたい

と思うんですが、いかがでしょうか。 

私もさきほどの杉原参事の話を伺っていて、安心してというの

が、例えば落ち着いてとか、そういう意味合いのほうがいいのかな

と思ったんです。安心してという言葉は、気楽にとか安易にとかと

いうのを想定してしまいやすい言葉なのかなと思いました。決して

今の日本の子どもたちは安穏として学んでいる余裕はないとも言え

るわけで、もちろんいろいろな家庭環境があって、まずはこの安心

が必要だという方もいるわけですけども、またそればっかりでもな

いわけで。 

齋藤委員    よろしいでしょうか。 

例えば、「自分で進んで学ぶ」とか、積極的に前向きに子どもた

ちのやる気を引き出すようなキーワードがあるといいのではないか

なと思います。そうすると、左側にあるような形で、やってみるっ



- 29 - 

ていう気持ちも起こってくるだろうし、子どもたちが語り合って、

共通理解を図りながら、違う意見を聞きながらというようなことに

つながっていくかなっていう気がするんですが。 

山本市長    どうでしょうか。 

原田委員さん、どうでしょうか。 

原田委員    そうですね。先ほど杉原さんがおっしゃったように、「安心して」

の意味はすごく分かりますし、保護者としてもやっぱり安心・安全が

あってこそ、子どもたちの意欲が湧いてくるものだと思うので、私 

は理解できます。ただ、ここに書くとしたら、齋藤委員がおっしゃっ

たように、「意欲的に」とか「いきいきと」のような言葉に置き換え

てもいいのではないかと思います。  

齋藤委員    私がここで安心にこだわっているのは、授業が安心じゃなくて学校

全体が安心にならなくてはいけないということ。だから、安心して学

べる授業づくりと、ここがダイレクトに結びつかない気がするので、

ここであえてお話をしているということです。 

山本市長    授業に固定した場合には、安心してじゃないかと。 

齋藤委員    はい。学校全体が安心で安全だということは大前提にないといけな

いんです。そういう意味で、ここで引っかかりを感じます。 

領家教育長   今ので腑に落ちました。安心というのが、人間関係だったり、学校

全体、それから友達同士の関係や子どもたちと教職員の関係、そうい

ったところを大事にしたいというのと、ここに安心して学べる授業づ

くりとあるのは少しかけ離れてるんですね、なるほどなるほど、理解

できました。 

別の視点ですけれども、昔よくタイがいっぱい泳ぐ学びにしたい

よねって言っていたんです。タイがいっぱい泳ぐ。先ほど、山本委

員の言葉にもあった、やってみたい、知りたい、深めたい、もっと

話したい、もしかしたらやりたくない、そんなやりたくないも含め

て、そんなタイを子どもたちが自分たちで語れるような、それが齋

藤委員がおっしゃるような挑戦することも含めて何か必要かなとい
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うようなことを思いました。 

それから、この間政策説明会に皆さんにも出ていただきました

が、益田市の生徒指導推進プランの中に目標としてあるのが、関わ

り合う人間関係を主体的につくりながら自らの行動を決断し、実行

できる、こういうあったか強い益田っ子を育てるんだということを

生徒指導の目当てにしているんです。それはまさに挑戦だったり、

できないことを自分で決める、決断するって難しいことだと思うん

ですが、だからこれもどこかの中に入れ込みながら、授業づくりと

は違う中の部分をベースとしてやるっていうことが、齋藤委員がお

っしゃる安心じゃないよ授業ってっていうのが、僕は腑に落ちた感

じがしました。ありがとうございました。 

山本委員    私も腑に落ちました。大前提として安心・安全っていうのはもっと

深いベースのところにあって、その上でのこの事業なんだということ

で、そうするとやっぱり子どもたちが意欲的に学べる環境づくりって

いう部分がテーマになると、生き生き学ぶですとか自ら学ぶだったり

とか、そういった表現がいいのかなというふうに思いました。 

山本市長    ぜひ事務局でご意見を踏まえて考えていただけたらと思います。 

杉原参事    参考にさせていただきます。ありがとうございました。 

山本市長    そのほか、皆様からいろいろと気づいたこととかございますでしょ

うか。 

私から、雑多な話になるんですけど、対話って言ったときに私が

思い出した一つのエピソードが、戦後間もない頃に教育基本法が変

わって、従来の教育からがらりと代わったときに、学校の先生方が

なかなかそこについていけなかったと。例えば、ＧＨＱの指令によ

って教科書のどの部分に墨を塗りなさいってことは教えられるわけ

ですけども、民主主義についてこれから学んでいくんだっていうこ

とを言ったときに、まず学校の先生方が民主主義を知らないから、

これからは先生が言うこととか政府の言うことが正しいんじゃなく

って、教室の中でみんなが議論して多数決で決まったことが、それ
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が正しいんだろうと言ったそうなんです。そう言われた子どもの中

の一人が、ちょっと先生を試してやろうと思って、じゃあ先生、こ

れから多数決をしますね、１足す１は２だと思う人手を挙げてって

いうと少数しか挙げない、じゃあ３だと思う人って言うとはいはい

と手を挙げる、もちろんそれは生徒が仕込んだわけですけども、じ

ゃあ先生、これから１足す１は３でいいですねって言われたときに

先生が困ってしまったって話なんです。 

これは、それを言った人が何が言いたいかっていうと、多数決原

理で決めるべきことと多数決で決めてはいけないことっていうの

は、多数決以前にもう決まっている真理とは別なんだと。そこのと

ころを先生も深く理解していなかったので、安易に学校で多数決で

決まったことが正しいんだ、これからはそれでいくよって言ってし

まったっていうことがあったそうです。 

ということは、対話によって進めるべきことは何かっていうこと

もあるし、もう一つ言うと対話によって進めるべきかどうかってい

うことも、やっぱり対話によって、これはみんなで対話していこう

よっていうふうに深めていくのか、これは対話じゃないよねと、こ

こに書かれてることはもう正しいんだから、これを前提にしてこれ

から対話を進めていこうとするかっていう、そこも対話で子どもた

ちが考えられるようになるってことが本当の理想だと思うんです。 

ですから、対話っていうのはもっと奥が深いというか、対話の次

元も幾つもあるのかなというふうに思います。 

齋藤委員    ちょっと余談ですけど、今の市長の話で思い出したのは、アメリカ

のＮＡＳＡがロケットを打ち上げて人類を最初に送ろうとしたときの

ことです。それは、もし事故や事件が生じたとき、はたして船長の指

示通りに乗組員全員が行動するかということだったのです。もし船長

の判断が間違っていたら全員が帰れなくなるかもしれないし、誰もが

未経験のため正しい判断ができるかどうかが問われたのです。そのた

め全員が帰れるためにはどうしたらいいかということの討論を、乗組
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員全員のコンセンサスがとれるまで徹底的に行ったのです。全員が納

得することができれば、万が一その結論が間違ったことになったとし

ても、乗組員は納得できるだろうと考えたわけです。 

この徹底討論の方法が、その後「ＮＡＳＡ学習」として取り入れ

られ、特に日本の企業研修などで積極的に使われました。これから

の複雑な時代は、正解が何かが分からない状態が来そうです。そう

いう時代の中を生きていかなくてはいけない子どもたちには、自分

たちで考えさせる、話し合いをさせる、人の意見を聞くという、そ

れがとても大事だと思うのです。そして、子どもたちの声をしっか

り聞くことが必要ではないでしょうか。 

参考までにお話をさせていただきました。 

山本市長    深い、貴重なお話でございました。 

まだ時間は少しあるわけですけども、皆さんの中で、まだここが

ちょっと腹落ちしないとか、もしくはもう少し言っておきたいと

か、一言ありますか。 

原田委員    「学びに向かう子」の育成の先には、将来の選択肢の幅を広げると

いう目的があるとことですが、現在取り組みを進めている益田版対話

プラスについて、私も何度かカタリバのときに参加させていただいて

子どもたちと対話をさせていただきましたが、すごくもったいないな

と感じていました。人生グラフを使って、こういうことがあった、こ

う考えたという話を共有し合う時間はす大事です。でも一方で、あれ

だけの人数の大人が子どもたちのために時間を割いているということ

は、それだけたくさんの職業について知ることができる機会でもある

と思います。 ただ、自分の人生を伝え合うだけではなくて、大人か

ら、こういう仕事をしていて、仕事をする上でこんな苦労があって、

こんな喜びがあるということも一緒に伝えていただくことができた

ら、それこそ子どもたちの将来の選択肢を広げる、目に見えている職

業だけではなくて、今まで知らなかった職業について知ったり、自分

の能力を生かせる場は、見えていなかった仕事の裏側にもあったんだ
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という気づきにつながったりするのではないかなと思います。型通り

の対話の形を続けるのではなく、せっかくなので、対話の時間に加え

て、それぞれの職業についても伝える、教わる、話し合えるきっかけ

になるよう、益田オリジナルの形に変えていっていただきたいなと思

います。 

長嶺部長    今日は、ひとづくりの課長さんは呼んでいませんが、今言われたと

おりで、決まったことをずっとやっていくだけではなく、名称も変わ

ったことですから、対話のプラスという部分をどう捉えるか。今まで

ずっと対話でカタリバ、カタリバってやっておりましたけど、そこに

プラスが加わったところっていうのは、今まさにそういうところだと

思います。担当課長にも伝えながら、このプラスっていうのをどう捉

えていくかっていうのをこれからしっかり考えていこうかなと思いま

した。 

原田委員    ありがとうございます。 

山本市長    ありがとうございます。本当に貴重なご示唆だったと思います。 

齋藤委員    それと、細かいところですが、２枚目のところ、この左側の各校の

研究実践、それから授業改善の下に４つ点があります。その２つ目に

学校図書館の利用ってありますよね。学校にある図書っていうのは非

常に限りがあるわけです。子どもたちがこれからＡＩなどについて学

ぼうとしたとき、学校図書館だけでは間に合わないのではないでしょ

うか。公立図書館や文化施設などの外学校外施設などとのつながりを

作ったらどうかというのが１点です。 

それともう一つ、家庭学習の充実のための取り組みって、この家

庭学習っていうのは宿題という捉え方でいいんですか。 

杉原参事    宿題という決まったものというよりは、授業のモデル図にもありま

したけれども、単元を通した学びというところなので、これは１時間

１時間の授業で終わりじゃなくて、その授業で学んだことを家庭学習

で生かして、またその家庭学習で培ったことをまた次の授業へとい

う、家庭学習と学校での学習との往還のようなイメージで家庭学習の
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充実というようになりました。 

齋藤委員    例えば、子どもたちが１日４教科とか勉強してるわけですが、その

全部を家に帰って学習しなさいということですか。 

杉原参事    全ての教科、全部の時間というのはなかなか難しいかもしれないで

すけれど。 

齋藤委員    いや、現実難しいと思いますし、最近、宿題をやめる学校も出てき

ています。もっと子どもたちにゆとりを持って、家は安らぎの場所に

しようとの考えからです。その点からして、家庭学習とは何か考えて

みる必要もあるのではないでしょうか。 

杉原参事    ありがとうございます。 

山本市長    貴重なご意見かと思います。ありがとうございます。 

 そのほか、皆さん何かランダムにありますでしょうか。 

山本委員    この３ページ目、気づきと対話のある授業推進の中で、成果や課題

の共有化、具現化と書いてあります。この事業を進めていくために

は、学校の先生方もこれから授業の在り方、子どもの向かい方につい

て考えて一工夫する必要があると思います。 

でも、現場の実態はというと、なかなか忙しい中でそういったこ

とがプラスされていくということになります。本当に共有化と具現

化ってとても大事だと思うんですが、共有化については先ほど言い

ましたけれど、具現化っていうのは、例えばマニュアルを作ったり

とか、何かそういうイメージなんでしょうか。この共有化と具現化

が一人一人の先生方の負担軽減につながるものであるといいなと思

います。その上で、レベルアップできたらいいなと思いますので、

そこの辺りがまだ私もイメージできていないんですけれど、何かい

い形で具現化できるといいなと思いました。 

杉原参事    事務局としてのイメージとしては、対話の形も様々であったり、そ

れから各校の研究実践に寄り添ってっていうところの授業改善という

ところもあるので、各校で研究を進めていっていただいて、その各校

の取り組みの中で回していけるような形になるといいかなというのが
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事務局としての考えではございます。こういうモデル図みたいなのは

最終的に４年間かけてつくり上げてみようとは思ってはおりますけれ

ども、先ほどあったように対話のある場面と対話が必要のない場面っ

ていうのもあったりとか、内容というところもあったりするので、こ

れで一つの型というよりは大きなモデルみたいなもので示せたらなと

考えております。 

それから、具現化につながる、どちらかというと共有化の話にな

るかもしれないですけれども、学力育成のプロジェクトチームを組

織したいと思っておりまして、意欲のある方々に年に何回か集まっ

ていただいて、授業を公開していただくっていう一つの提案をさせ

ていただいて、それを一つの形としてそれぞれの学校に持ち帰って

いただけたらなというところを考えております。具現化とはちょっ

とまた話が違うかもしれませんが。 

山本市長    私もこの成果や課題の共有化のところで思ったのは、愚者は経験に

学び賢者は歴史に学ぶっていう言葉がありますけども、失敗事例をそ

の失敗した人だけがこれはいけなかった、こうすればよかったって学

ぶんじゃなくって、それこそまさに共有して、ほかの先生が自分が実

際に失敗する前にその失敗事例を知っておけばそれを避けることがで

きるわけですよね。ですから、成功事例と失敗事例、もっと言うと改

善、要改善事項なんかもどんどん共有できるようにすることが非常に

大事かなと思いました。 

齋藤委員    もう一つ、よろしいでしょうか。今の話の延長でいくと、これを要

綱で決めて学校へ配って、この方向でいきましょうっていうことにな

るわけですよね。 

杉原参事    大きな枠組みとしては。 

齋藤委員    そうすると、これは学校の中だけのことになってしまうので、学校

外での活動や学習の機会も積極的に取り入れていく必要があると思う

ので、外部とのパイプを作っておいたらどうでしょう。 

それからもう一つ、ちょっと細かいことですが、２枚目の右上に
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事業の狙いっていうところがあります、黒枠で塗られてるところ

が。そこの３番目、端末活用の活用促進っていう、活用が２つ入っ

てるんです。これ、１つ要らないですね。 

杉原参事    ありがとうございます。 

山本市長    それも大事ですから。文章が固まってしまうと。 

領家教育長   どうなんでしょうか、ちょっと今の発言を聞いて思ってたんですけ

ど、このモデル図がありますよね。これを学校の中にとどめるだけじ

ゃなくって、齋藤委員さんおっしゃるのは、例えば保護者の皆さんに

も学校はこんなことしてますよと、ついてはご家庭では何かどんな工

夫ができるでしょうかっていうようなことですとか、あるいは放課後

児童クラブの方々もいつも子どもたちと関わってくださってますの

で、そんな方たちにメッセージとして、学校で大切にしていることは

こんなことですよ、皆さんのところはどうですかみたいなことも必要

だっていうご意見ですよね。 

齋藤委員    そうですね。つまり、子どもたちはここから社会に育っていくわけ

です。学校は一生懸命やりますよということは分かりますが、学校の

中だけの問題として捉えるのではなく親御さんとの共通理解が必要に

なってきます。今、両者の関係が上手くいっていないのではないかと

心配しています。果たして地域社会との連携はどうでしょうか。例え

ば、地域社会の一員として子どもたちを受け入れてもらうこと。 

ですから学校の中だけの狭い範囲で捉えないでほしいものです。 

領家教育長   益田市には、つろうて子育て協議会というのが……。 

齋藤委員    ありますよね。 

領家教育長   それぞれの地域で地域性がある活動をやっているので、そういった

ところでのメッセージを送るとか、いろいろ手のつけどころはあるよ

うに今感じました。 

齋藤委員    というのは、保護者の方と話し合いをすると、今学校が何やってる

かよく分からないという声をよく耳にします。保護者会があっても、

先生方も家庭の子どもたちの状況をあまり聞かないし、成績の話が中
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心になっているようです。しかも、短時間で終わってしまう。 

親御さんの方からは、学校に聞いたり言ったりすることは難しそ

うですから、むしろ学校のほうから情報提供しながら、一緒にやっ

ていきましょうよということの投げかけをしなが、ら両方から「学

び」について理解を図ってもらいたいなと思いますけど。 

山本市長    そうですね。例えば研修なんかも１回から５回まで詳しく書いてい

ますけど、ここまで共有する必要はないわけで、もしかしたらもう一

枚要るかもしれないですね。 

齋藤委員    そうですね。 

領家教育長   そうですね。 

山本市長    家庭、地域と共有できる資料、説明が。 

そのほか、いかがでしょうか。その他も含めて、何か日頃の思い

からも何かありますでしょうか。 

領家教育長   今日こうして皆さんとしっかり対話をしながら、学びに向かう子の

育成ということを大きな目安にして議論させてもらって、少しずつ見

えてくることもたくさんあったんじゃないかなと思います。 

そうすると、益田市の教育委員会では、平成２７年にこの総合教

育会議をベースにしたところで、教育に関する大綱というのを策定

させていただいてます。高津川のアユが遡上しながら泳いで、また

回流しながらのようなことをベースにしながら、大事なポイントは

こういうとこなんだよということをお示しして、平成２９年に一度

改定をしているんです。ですが、今日の議論を聞きながらすごく感

じることがあって、まさに今のこと、齋藤委員がおっしゃったこ

と、原田委員がおっしゃったこと、山本委員がおっしゃったこと、

市長がおっしゃったことなども踏まえて、ちょうど２年後に教育ビ

ジョンの改定ですとか社会教育の振興計画の改定も迫ってきていま

すので、その辺り、今日議論に参加していただいた皆さん方の思い

を聞かせていただければ、また今後の参考になるかなと思うんです

が、いかがでしょうか。 
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山本委員    大綱については、先ほど言われたようにビジョン等の改定に合わせ

て全体を変えられるのかなと思うのですけれど、見てみますとやっぱ

り２９年度に改正はされていますけれども、それから幾年かたって当

初構想にあった事業も少し形を変えて実施されていたり、計画の名前

も変わっているというところも見受けられます。全体的な大幅な改正

は、そのビジョンに合わせてでもいいと思うんですが、言葉や名称に

ついては少し整理をしてもいいんじゃないかなと思います。 

山本市長    確かにそうですね。２７年度につくって２９年度の改定はマイナー

チェンジでしたから、マイナーチェンジですぐできるものとかすぐや

らないといけないものは、それはやったほうがいいと思います。 

原田委員さん、いかがですか、大綱について。 

原田委員    この「学びに向かう子の育成」と同じように、捉える人によって捉

え方が異なるような表現があるのではないかと思います。そういうと

ころはもう少し具体的に明確化した表現に変えていければよいのでは

と思います。 

山本市長    分かりました。 

 齋藤委員さん、いかがですか。 

齋藤委員    今まで大分お話ししてきましたけど、やっぱりこの学びっていう言

葉の裏にある、何のために学ぶのか、学んだことをどう生かしていく

かという視点を忘れないでいただきたい。 

今、原田さんがおっしゃったように、どうしても行政的な立場の

言葉が多いものですから、できるだけ優しく、具体的に表現した方

がいいかなと思います。 

山本市長    それと、大綱の位置づけというか意義というか、それも非常に難し

く、ちょうど総合教育会議が始まるのと同じ時期に法が改正されてつ

くったわけですけども、教育委員会だけではなくて、市長部局と協議

調整して連携してということになっておりますので、その意味合いと

いうものをもう一回見詰め直さないといけないのかなと思いました。 

そうなると、本当に今のご意見を伺うと、まず用語等で変わって
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いるものについては早急に改定をして、大きな考え方についても少

し時間をかけてでも考える必要もあると思います。そういう方向で

お願いします。 

領家教育長   はい。ありがとうございます。 

山本市長    そのほかよろしいでしょうか。 

では、もうこの気づきと対話のある授業づくりについてはよろし

いでしょうか。何か言い残したことはないですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、その他に移りたいと思います。 

皆様のほうから、今日の議題のほかに何かございますでしょう

か。よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

山本市長    それでは、以上で議事を閉じたいと思います。 

今日は本当に、積極的に示唆に富むご発言をいただきましてあり

がとうございました。では、進行を事務局にお返しします。 

齋藤課長    本当に活発なご意見をいただきました。先ほどからキーワードに出

ました対話、皆さん方の対話を聞きながら、私自身もいろいろな気づ

きをいただいたなと思っています。 

最後に出ました教育の大綱ということでございます。お話が出ま

したけども、２７年、それから２９年の一部リニューアルというこ

とで、確かにおっしゃられるとおりかなり古い計画の内容だったと

いうところはあります。教育ビジョンの改定のタイミングも見なが

ら、大きい改正をする前にまずは、先ほど市長がおっしゃいました

が、文言等の見直しに取りかかるよう検討していきたいと思ってお

ります。 

以上をもちまして令和６年度の総合教育会議を閉じさせていただ

きたいと思います。本日は大変ありがとうございました。 

 

            ＝ 終了時間 １１時４０分 ＝ 


